
 資料７  

岩国医療圏地域医療構想病床機能検討部会（令和４年度第１回）議事概要 

 

【日 時】令和５年１月１７日（火）１９：００ ～ ２０：１５ 

【場 所】岩国総合庁舎１階 入札室 

【出席者】市医師会長、病院関係者、市担当者 等 

○ 国の動きを踏まえた地域医療構想の進め方や、外来機能報告の概要及びス

ケジュール等について説明を行った。 

○ 地域医療構想の達成に向けた対応方針の変更について、対象医療機関が説

明し、協議を行った。 

【議事内容】 

１ 令和３年度病床機能報告結果について 

２ 地域医療構想に関する今後の進め方について 

県医療政策課から、令和３年度病床機能報告結果について説明を行った。 

また、各医療機関における具体的対応方針の検証・見直しや、構想区域全体

の２０２５年の医療提供体制に係る協議の実施など、地域医療構想に関する

今後の進め方について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

○ 資料１－１において、岩国医療圏では、残念ながら回復期の病床数はあ

まり変化がないが、宇部・小野田医療圏や下関医療圏では、高度急性期や

回復期の病床数が必要病床数に近づいている。県の西部と東部での状況の

違いについて、県はどのように考えているか。 

⇒ 県としては、必要病床数は目安となる数値と認識している。それぞれ

の地域の体制として、例えば回復期病床数が少ないことで本当に困って

いるところがあれば議論を続けていただくこととなるが、一定程度上手

く回っている場合には、必要病床数はあくまでも目安と考えている。 

○ 岩国医療圏と、宇部・小野田医療圏や下関医療圏とを比較すると、人材

確保の難易度がかなり異なる。専門技術を取得するために広島の学校に入

学した学生は、ほとんどが広島で就職し、岩国医療圏には帰ってこない現

状がある。 

⇒ 県としても、修学資金や、県外の学校を卒業した看護職員が県内中小

病院に就職する場合の補助事業等を実施しており、引き続き人材確保に

しっかり取り組んでいきたい。 



 

       

 

 

○ 資料１－２において、岩国医療センターが担う高度急性期の平均在棟日

数が7.0日となっているが、他の医療圏と比較して一番短い日数である。

平成２７年度は9.8日であり、この努力は評価されるべきである。 

○ 回復期病床の増加にあたっては、セラピストの確保が非常に厳しい状況

であり、今後、岩国では人材確保が重要になる。 

３ 令和４年度外来機能報告について 

県医療政策課から、紹介受診重点医療機関の明確化等を目的とした外来機能

報告の概要及び今後のスケジュール等について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

○ 岩国医療センターは、紹介受診重点外来の基準を満たしていると思って

おり、紹介受診重点医療機関の意向ありと考えていただいてよいと思う。 

４ 地域医療構想に係る国の動き等について 

県医療政策課から、医療計画策定にあたっての基本的な考え方や感染症法等

の改正、医師の働き方改革について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

特に意見・質問等はなし 

５ 公的医療機関等２０２５プランに係る協議 

国立病院機構岩国医療センターから、急性期病床の削減等に係る「公的医療

機関等2025プラン」の変更について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

特に意見・質問等はなし 

６ 医療機器の共同利用計画の提出について 

岩国健康福祉センターから、６医療機関が提出した「医療機器の共同利用計

画」について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

特に意見・質問等はなし 


